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科目名 子どもの食と栄養（保育士必修） 

授業形態 演習 学年 1 

開講時期 2023 年度 後期 単位数 2 

担当教員 鈴木 秀子、小林 未希、山岡 伸 

内容および計画 食生活の意義や栄養に関する基本的知識を習得し、妊娠期（胎児期）、乳児期、幼児期、学童･思春期の各段

階に応じた健全な発育･発達を促すために必要な事柄を栄養と食生活の面から学ぶ。また、家庭や児童福祉施

設における食生活の現状や課題、特別な配慮を要する子どもへの対応について学ぶ。 

１ 子どもの健康と食生活の意義 

 

２ 子どもの発育・発達と食生活 

３ 栄養に関する基礎知識 

〇栄養素・栄養整理・代謝に関する基本的知識 

４ 栄養に関する基礎知識 

〇日本人の食事摂取基準の意義とその活用 

〇献立作成・調理の基本 

５ 子どもの発育・発達と食生活 

〇妊娠期（胎児期）の食生活 

６ 子どもの発育・発達と食生活 

〇乳児期の授乳・離乳の意義と食生活 

 

７ 乳児期の栄養（実習） 

〇乳汁栄養（調乳法） 

８ 乳児期の栄養（実習） 

〇離乳食（形態と与え方） 

９ 子どもの発育・発達と食生活 

〇幼児期の心身の発達と食生活 

１０ 幼児期の栄養（実習） 

〇幼児食（3 歳以上児給食の実際） 

１１ 幼児期の栄養（実習） 

〇幼児食（3 歳以上児給食の実際） 

１２ 子どもの発育・発達と食生活 

〇学童期・思春期の心身の発達と食生活 

 

１３ 食育の基本と内容 

１４ 家庭や児童福祉施設における食事と栄養 

１５ 特別な配慮を要する子どもの食と栄養 
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参考書  

成績評価 

評価方法 割合(%) 



2 

筆記試験 40 

課題等 30 

実習レポート 20 

実習意欲 10 

  

  

 

学習到達目標 １．栄養の基礎知識を習得し、自ら望ましい食生活を実践できる。 

２．健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を修得する。 

３．子どもの発育･発達と食生活の関連について理解する。 

４．養護及び教育の一体性を踏まえた保育における食育の意義・目的、基本的考え方、その内容等について

理解する。 

５． 家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について理解する。 

６．関連するガイドラインや近年のデータ等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解

する。 

先修条件  

実務経験  

その他  

 


